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「人間の尊厳」の憲法的意義
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? Klaus Sterm,Das Staatsrecht der Bundesrepublik Deutschland, Band ?/1









































































































































































































































































Stern,Das Staatsrecht der Bundesrepublik Deutschland,Band?/1,1988,S.15
 
ff. を参照した。














































?? K. Stern, Menschenwu?rde als Wurzel der Menschen-und Grundrechte, in:







?? R.Spa?mann, Über den Begriff der Menschenwu?rde, in: Bo?ckenfo?rde/










































































































































































?? K.Stern, a.a.O., ?58, S.8-9. J.Hruschka, Die Konkurrenz von Goldener
 
Regel und Prinzip der Verallgemeinerung in der juristischen Diskussion des 17./












































































































第１条第１項である。原文は、Der Staat ist um des Menschen willen da,nicht
 














































Benda/Maihofer/Vogel (Hrsg.), Handbuch des Verfassungsrechts der Bun-
desrepublik  Deutschland, 1983, S. 127: “Menschenwu?rde  ist
 
verantwortungsbewußte Entscheidung zwischen Alternativen.”
?? Vgl.BVerfGE 27,1(6),BVerfGE 38,105(114 ff.),BVerfGE 45,187 (227 ff.),
BVerfGE 49,286(298),BVerfGE 50,166(175),BVerfGE 63,332(337 f.).
?? Maunz/Zippelias/Model/Mu?ller,GG fu?r die Bundesrepublik Deutschland,10.







































































































toph Enders,Die Menschenwu?rde in der Verfassungsordnung,Mohr Siebeck,
1997,S.10-21. を参照されたい。
?? Vgl.BVerfGE 65,1.























































?? Mangoldt/Klein,Das Bonner Grundgesetz,Art.1,Ann.?,3c,Bd.1,4.Aufl.,
1999.
















































?? Vgl.BVerfGE 1,332(348);6,389 (439);28,389 (391).
?? Vgl.BVerfGE 39,1 (32).






























































































































































?? Maunz/Du?rig,a.a.O.,Art.1,Abs.1,Rdnr.14.Vgl.auch BVerfGE 6, 36.C.
Enders,a.a.O.,S.377 ff.




?? W.Maihofer,Rechtsstaat und menschliche Wu?rde,1968,S.35.
?? v.Mu?nch,a.a.O.,Art.1,Rdnr.2,Vgl.auch BVerfGE 45,187(227).

















































































































































































































?? Herdegen, in:Maunz/Du?rig, Grundgesetz, Art.1 ?, Rdnr.43 ff. Kloepfer,
Grund-rechtstatbestand und Grundrechtsschranken in der Rechtsprechung des
 
Bundesverfassungsgerichts, in: Bundesverfassungsgericht und Grundgesetz:
Festgabe aus Anlaßdes 25 Ja?hrigen Bestehens des Bundesverfassungsgerichts,
Tu?bingen,1976,Bd.?,405 (416 ff.)（中国語翻訳版は本書第三章の付録を参照さ
























































































































































































Ludwig-Maximilians-Universita?t, Mu?nchen (LMU), Juristische Fa-
kulta?t, Bundesrepublik Deutschlandにおいて、Prof.Dr.Dr.h.c.
Heinrich Schollerに師事し、1985年に法学博士の学位を取得された。博
士論文の主題は、Die polizeilichen Freiheitsentziehungsbefugniss nach
 
dem allgemeinen Polizeirecht in der Bundesrepublik Deutschland und
 



























































尋問検査権の検討を兼ねて 第７章 情報自己決定権について 第８章
民主的法治国家と集会の自由 第９章 外国人の憲法上の権利について
第10章 台湾の人権五十年の回顧と展望
(２)「人間の尊厳」に関する台湾における研究成果は、大概以下のとおりであ
る。すなわち、許志雄「憲法における個人の尊厳の原理」『中国比較法学会学
報』第13輯、1992年、50頁-70頁；蔡維音「ドイツ基本法第一条における人
間の尊厳」『憲政時代』第18巻第１期、1992年、36-48頁；黄桂興「行政法に
おける人間の尊厳について」城中模編著『行政法における一般法律原則』（三
民書局、1994年）、１頁-26頁；陳秀清「憲法における人間の尊厳」、李鴻禧教
授六秩華誕祝賀論文集『現代国家と憲法』（月旦出版公司、1997年）、93-120頁；
徐振雄「人間の尊厳と自由の優越性」『軍法専刊』第44巻第12期、1998年12
月、17-29頁；蔡宗珍「憲法の基本原則としての人間の尊厳の保障」『月旦法学
雑誌』第45期、1999年１月、99-102頁；最近の研究として、李建良「憲法価
値の根源思想としての人間の尊厳」上下、『月旦法学雑誌』第153期、第154期、
2008年２月、185-207頁、３月、193-211頁；その他、時宜に応じたものに、
蔡維音による研究報告論文がある。すなわち、「人類遺伝子プロジェクトの基
礎的法規範理念としての人間の尊厳―人間の尊厳に内包されている法概念と
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その展開可能性」、中央大学哲学研究所および応用倫理学研究室主催シンポ
ジュウム論文集『ヒトゲノム計画の倫理的、法律的、社会的意義』1999年、37
頁以下。最近の研究として、黄忠正「人間の尊厳の概念と限界」『月旦法学雑
誌』第221期、20013年10月、161-174頁が上げられよう。
(３)韓国においてもドイツ憲法に導かれた数多の研究成果がみられる。嚆矢的
な単行書としては、1996年に出版された金丙坤著『人間の尊厳…憲法理論的研
究…』（教育科学社）があげられよう。
(４)李震山教授は、従来の実証主義を妄信することによってドイツの法曹たち
を無防備にしたとする言説を引いている。この「制定法実証主義断罪説」をめ
ぐって日本では議論がみられる。訳者も、「法律は法律である」（Gesetz ist
 
Gesetz）という原則を価値盲目的に信奉するのは、特定の価値観に拘束された
法実証主義者が陥る弱点であることについて何らの異存はない。それは法的安
定性を重視するあまり、法目的観の相対性を蔑ろにすれば、延いては正義、法
の理念としての「人間の尊厳」を忘れることになるからである。法的安定性は
決して、法が実現すべき唯一の価値ではないし、また決定的な価値でもない。
ただ、法的安定性が意味をもつのは、法律が正義の沈殿であることを前提とし
ていることによる。ナチ司法における不法な実務に関わった裁判官は、法的安
定性が正義の一種であることを忘れ、不法な法的安定性に偏重し、法と権力と
の同一視を許してしまい、「法の番人」ならず「ナチの番人」へと堕落したの
ではあるまいか。
こうした議論については、青井秀夫「実証主義の謎…戦後法哲学の現実と課
題」『刑事法学の現代的課題』阿部純二先生古希祝賀論文集（第一法規、2004）、
巻頭；同著『法理学概論』（有斐閣、2007）第12章、第13章；酒匂一郎「ラー
トブルフ・テーゼについて」『法政研究』第78巻第２号（2011）、169頁以下；
同「枉法と故意―ラートブルフ・テーゼと裁判官の責任」『法政研究』第79巻
１・２号合併号（2012）巻頭；鈴木敬夫「制定法を超えた不法実務…ナチ司法
とE.ヴォルフの正法をめぐって…」、『札幌学院法学』第31巻第１号（金山剛
教授退職記念号、2014）などがみられる。
☆ 本訳稿に際しては、台湾における関連資料の収集に関して、台湾国立中正
大学法律系 研究所教授李仁 氏から、さらには至難な中国語文法、難解な
語彙の解釈について、中国華東政法大学外語学院日語専業教研室主任、副教
授周英女史から、度重なるご支援をいただいたことに対し記して御礼を申し
上げる。とくに周英副教授のご懇切なご教導に衷心より感謝申し上げたい。
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